
XXX摂取が肥満モデルラットのメタボリックシンドローム関連指標に及ぼす影響（MSゴシック体・太字・サイズ12）

○栄養太郎1、食糧花子2
（1栄養食糧大・農・学科、2 (株)Eishoku）
（MS明朝、Times New Roman及びSymbol・サイズ12）
（2行あける）

【目的】メタボリックシンドロームは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。本研究では、XXX摂取が肥満モデルラットのメタボリックシンドローム関連指標に及ぼす影響を検討した。
【方法】5週齢雄YYYラットを0.5%XXX含有食で8週間飼育した。飼育3、5および 7週目において、テイルカフ法により血圧測定を行った。・・・・・・・・・・・。

【結果】（結果・考察としても良い）摂食量に群間で差は認められなかったが、内臓脂肪組織重量がXXX摂取により有意に減少した。また、飼育7週目における収縮期血圧がXXX摂取により有意に低下した。・・・・・・・・・・・・。以上より、XXXは抗メタボリックシンドローム作用を有することが示された。
（MS明朝、Times New Roman及びSymbolを用い、サイズ12で作成下さい。）

　上述のフォーマットを利用し、抄録（1000字以内）を作成後、pdfファイルに変換したうえで、ファイルを支部大会事務局（以下のアドレス）までお送り下さい。
日本栄養・食糧学会九州・沖縄支部では、優れた発表に対して「支部発表賞」を授与致しております。対象は40歳未満の発表者で、共著者のうち必ず一人が日本栄養・食糧学会九州・沖縄支部会員であることとします。
日本食品科学工学会西日本支部では、西日本支部所属あるいは本学会入会予定の通常会員および学生会員が行った一般講演（授賞年度の3月31日において満35歳以下の審査希望者が対象）のうち、優れた発表に対して「若手優秀発表賞」を授与しております。
　送付の際、件名に「支部発表賞エントリー」あるいは「一般講演申込」と明記下さい。必ず受領の返信を致しますので、返信が届かない場合は早めにご連絡下さい。
講演要旨の受付期間：令和8年9月7日（月）〜10月2日（金）
※栄養・食糧学会支部発表賞エントリー希望の場合は9月25日（金）まで
要旨提出先：日本食品科学工学会西日本支部事務局
（jsfst-wb@agr.kyushu-u.ac.jp）
問い合わせ先

　2026年度支部合同大会事務局

　　　〒889-2192 宮崎県宮崎市学園木花台西１丁目１

　　　宮崎大学　農学部　山﨑正夫（大会実行委員長）

　　　宮崎大学　地域資源創成学部　山﨑有美（総務）

　　　E-mail: jsnfs-miyazaki@miyazaki-u.ac.jp

　（公社）日本栄養・食糧学会九州・沖縄支部

　　　〒819-0395 福岡市西区元岡744　ウエスト5号館611

　　　九州大学大学院農学研究院生命機能科学部門 食糧化学分野

　　　立花宏文（支部長）、藤村由紀（庶務幹事）、田中愛健（会計幹事）

　　　E-mail: jsnfs_kyushu_okinawa@agr.kyushu-u.ac.jp

　（公社）日本食品科学工学会西日本支部

　　　〒819-0395 福岡市西区元岡744　ウエスト5号館610

　　　九州大学大学院農学研究院生命機能科学部門 食品製造工学分野

　　　井倉則之（支部長）、椿俊太郎（庶務幹事）、益田時光（会計幹事）

　　　E-mail: jsfst-wb@agr.kyushu-u.ac.jp

　　　支部HP： https://jsfst.smoosy.atlas.jp/ja/nishinihon
